













れないでいることがわかった。それ らの要因を探 るなかで、生来の個性 とは別に、幼
児期、児童期か ら連続する発達課題の問題 として、この問題を捉 え直すことが重要で
ある。
キーワー ド 精神的 自立、 ひ きこ もり、心理特性、職業観、対人関係
1問 題 と目的
今、青年のフリーター志向の広が りやニー ト(無業者)の 増加、また、就職して も早期に離
職 してしまうなど、学校から職業への移行にかかる課題は深刻になってきている。本来、青年
にとって進路や職業の選択は人生にとって大切な通過点である。また、人の生き方というのは、









その結果、学校や家庭 ・地域社会は一体 となって、子 どもたちに生き方を選択するための望





が関係 しているとは考えにくい。親子関係の在 り方だけではなく、広 く対人関係の在 り方の変
化 と関係 しているのではないかということである。森(2005)はフリーターやニー トをめ ぐる
臨床について 「対人関係に苦手意識 を持ち、自己愛が傷つ くことを恐れて、社会的場面か ら逃
避する若者の姿の存在」を指摘 している。このことはひきこもりの状態像 と酷似 している。
今回の研究では上記の意識調査結果の分析に加えて、高校生に対 して職業観 ・勤労観及び親
子関係を含む対人関係に関する意識調査(以 下、「職業観 ・勤労観及び対人関係に関する意識調






N県内公立高校生340名を対象に、「職業観 ・勤労観及び対人関係 に関する意識調査」 と 厂ひ







本研究では、高校生を対象 として、職業観 ・勤労観及び親子関係を含む対人関係 と 「ひきこ
もりの心理特性」 との間になんらかの関連性があるのではないかという仮説の検証を行いたい
と考えた。その結果をもとに青年期の精神的自立について考察をする。
最初に、ひきこもりの心理特性 を測る項 目について因子分析を行 う。次に因子が特定で きた
場合、その各因子 と 「職業観 ・勤労観及び対人関係に関する意識調査」の各質問項目との関連
をみるためにロジスティック回帰分析もしくは重回帰分析を繰 り返 し分析 を進める。なお、必
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ロア効果の見られた7項 目については分析か ら除外 した。その後、残った17項目に対する回答




1-19落 ち込 み やす い ほ うです 。 .78 .05.17.64
1-3傷 つ きや す い ほ うで す。 .70 .02.24.54
1-20不 安 に な りや す い ほ うで す。 .66 .17.27.53
1-2何 事 も気 にす るほ うです 。 .57 .14.26.42
1-13精 神 的 に ゆ と り をも て ない こ とが多 い です。 .53 .25.20.38
1-8イ ライ ラ す る こ とが多 い で す。 .42 .27.22.29
1-6人 と一緒にいるのが苦手です。.06 .75 一.03.56
1-16人 間関係が苦手です。.26 .68 .15.55
1-9自 分を表現するほうではありません。.06 .59 .14.37
1-1内 向的です。.07 .55 .16.33
1-11外 の世界 よ り も自分 の 世界 に いる ほ うが 好 き です 。.03 .53 .07.29
1-17消 えて しまい た くな る こ とが あ りま す。.37 .44 .01.33
1-5本 当 の 自分 を知 られ た くな い と思 っ てい ま す。.22 .42 .20.27
1-14人 の 目が気 に な りま す。.29,17 .84 .82
1-4世 間 体 を気 にす る ほ う です。.24.12 .57 .40
1-22自 分 の ス タ イル や外 見 が 気 に な りま す。.33.05 .51 .37





等の項 目から神経症的な要素が多いので 『神経症的傾向』因子、第2因子は 「人と一緒にいる
のが苦手です」「自分を表現するほうではあ りません」等の項目か ら、『内向的傾向』因子、第





17項目の因子 問の内的整合性 を調べ るために、Cronbachのα信頼性係数 を算 出 した ところ第
1因子か ら第3因 子 まで、.81.77.73であ り、あ る程 度の信 頼性 は認め られた。
2回 帰分析及び単純集計結果の分析と考察












対 人 不安 傾 向(n=175)
対 人 不 安傾 向(n=115)
対 人 不 安傾 向(n=11)











していること」「将来性があること」が重要であると答えている。 しか し、表2の 結果のように
負の標準偏回帰係難が有意であったことから、対象者のうち対人不安傾向にある者は職業選択

















③ フリーター という生 き方についてどう思 うか
表4フ リーターの捉え方と各因子とのロジスティック回帰分析結果




対 人 不 安傾 向(n=21)
神 経症 的傾 向(n=49)








単純集計結果によると、「将来どのような形で働 きたいですか」 という問いに対 して、対象者
では56.4%が安定 した正規採用を望んでいることがわかった。職人や自営業 といった 「腕に職
をつけて会社 に頼 らずに働 きたい」 と答えた者29.1%を加えると、実に85.5%が職業に対 して
安定志向であったり、積極的であるといえる。フリーターという生き方についてもニー トに対
する考え方と同様に肯定的にとらえておらず、厂できるだけ早い時期に正社員に移行すべ き」と
いう考え方が大勢 を占めていた。これは、「フリーターという生 き方をどう思うか」 という問い
に対 して、対象者全体 としては 「望ましくない」が15.4%、「早 く正社員に移行すべ き」が
64.5%を占め、フリーターという生 き方に対して否定的であるということを示 している。しか
し、表3か らは、対人不安傾向にある者は、ボランティアで働 くことに対 しては肯定的である
ことがわかる。次に、表4か らわかるように対人不安傾向にある者はフリーターを 「新 しい生
き方だJと 肯定的に捉えているのがわかる。これは、彼 らの職業選択の理由で 「収入の安定」
や 「収入の多さ」にこだわらない、むしろ職に就 くこと自体に不安があるのではないかと分析
したが、契約関係にない自由度の高いボランティア活動なら参加 しやすいということだろうか。
フリーターを新 しい生 き方だと捉える新鮮な感覚 も、従前から社会が公然 と認めてきた職業観、




次に、表3か らは、内向的傾向の者 も、決 して 「働 きたくない」 と思っているわけではない
ということが読み取れる。選択肢に 「アルバイ トやパー トで働 きたい」「正式に雇われて働 きた
い」や 厂ボランティアで働 きたい」などがあったが、それ らの選択肢を積極的に選ぶわけでは








に対する漠然とした不安があった り、職業選択に慎重になりす ぎて逆に不安に陥った り、 自分
に自信がなく職業選択の前で立ち止まってしまうようなことが起こっている可能性はある。
対象者全体の調査結果を概観 した とき、多 くの者に健康的な職業観、勤労観が育っているよ

































選択肢 因子 標準偏回帰係数 NaelkerekeR2乗








問いに対 しては、対象者では 「一家団欒」や 「もっと遊んで欲 しかった」という答えが全体の
約50%を占めた。このことからも、 もっと一緒にいて、 もっと遊び、もっと関わってもらいた
かったという子 どもたちの心の叫びのようなものを感じる。
以上のことと、内向的傾向にある者が親との遊んだ記憶に乏 しく、また親か らあまり信頼 さ









という問いに対 しても、約85%という高率で 「いる」 と答えていた。特に対象者の多 くが、困
った時に相談できる人がいると答えたこの結果には、少 し安心させられるものがある。 しかし
ながら、以下の表7か ら表9を 見るとき、ここでも内向的な傾向にある者については負の標準




選択肢 因子 標準偏回帰係数 NaelkerekeR2乗












内向的傾向にある者は、親 と一緒に遊んだという記憶 も少な く、また親か らあまり信頼 され
ていないと感 じていることについてはすでに述べてきたが、それは親 との関係だけに留 まらな
いということである。仲の良い友人 も少な く、また困ったことを相談で きる相手の存在 も怪 し
い。信頼 されていないということ、それは目の前の相手 との一体感が乏しいことを意味する。
親を心の拠 り所 とも言える 厂基地」 と位置づけることができず、また信頼感に基づいた一体感












存在を確認することがで きた。精神的自立 という観点からこの事実を見たとき、これ らの対象
者にいかに高度な自己決定能力を育むのか という課題が見えて きた。それは、将来、職業へ移
行してい くまでの間に、多岐にわたる分野か ら情報収集をしなが ら、同時に、その中か ら自分
にとって必要な情報のみを選択 し、自己決定へ と導 くというプロセスを歩む必要があるという
ことである。しかし、このことは対象者本人だけに任せて解決で きることではないのではない
か。





もたちが生 き方を選択 してい くとき、中学校以降における従前か らの進路指導だけに頼ること
はあまりにも無謀す ぎるのではないか。これからは小学校段階か ら働 くことや生きることへの
意欲や自立心を持たせ、将来社会人や職業入となるための基礎的 ・基本的な資質や能力を身に
つけさせる必要性があると思われる。中でも、いわゆるアイデ ンティティの確立が課題となる
青年期前期 ・中期にあたる中学生、高校生に対 しては、学校の 『ガイダンス機能』を充実させ、
個々の対象者の性格特性をも十分考慮 しながら、適応や選択に関わる指導 ・援助 を当たらねば
なるまい。
次に、親子関係を含む対人関係についてであるが、 こちらも今回の調査では、調査に協力 し
てくれた対象者の大半が良好な関係 を保っていることがわかった。 しか し、ひきこもりの心理
特性と関連させて詳細を眺めたとき、憂慮すべき事実が浮かび上がった。





症的であったり内向的であった り、 また対人不安を感 じていることから対人関係に苦手意識を











独 自の世界に浸ったり反抗 した りしなが ら試行錯誤に没頭する青年期へ という移行が順調に進





ひきこもりの心理特性 と精神的自立との関連性(山 本 健治)
に人 と関わ る技術す なわち社 会的スキ ルを身 につ けなけ らば ならない。 しか しそれは一方 的 に
自分の欲求や行動 を抑 制す ることだ けで はな く、他 に認め られ るような 自己主張がで きる よう
になる ことであ り、 また人に対 して上手 に依存す るこ とがで きるとい うことで もあ る。
最後 に、対 人関係が苦手 にな りつつ あると指摘 され る今 日の青年についてい うな らば、そ の こ
とだけに注 目していて も解決策 はで てこない。青年期以 降の 自立 に向けての準備は、幼児 期か
らすで に始 まってい ると考 えるべ きではないか。あ らためて青年 の 自立を阻害す る親子関 係の
み な らず、 ひいては社会構造 のあ らゆる歪 みに 目を向 け、 まず何 を修 正すべ きか を十分検 討 し
てい くことが、 これ らの問題の解決への糸口になるのではないか と考 える。
〔注〕
*研究の基礎データとしてN県 内公立小、中、高校生及び私立大学生(大 学院生を含むを)、教員、保


















































問9あ なたは家族(主 に親)に 信頼されていると思いますか。(一つを選択)
1す ごく信頼されている2ま あまあ信頼 されている





1学 級担任2教 科担任3ク ラブ顧問4
問19:あなたには仲の良い友人はいますか。
(はい 、 い い え)
その他
問24:あなたは、今、困っていることを相談で きる人がいますか。
(はい 、 い い え)
(はい 、 い い え)
(やまもと けんじ 教育学研究科臨床心理学専攻博士後期課程)
(指導:東 山 弘子 教授)
2007年10月11日受理
一101

